
東京大学経済学図書館 2019 年度冬期特別展示 

「情報の伝達と情報の分析」

展示品解説 

「経済学図書館の 100 年」（東京大学経済学部創立百周年記念展示）の前期展示終了後、後期展示開始まで

の期間（12 月 2 日(月)より 13 日(金)まで）、以下の資料を特別に展示します。いずれも時宜に適った貴重な

資料です。この機会にぜひ観覧ください。

浅田家文書 ～ 江戸時代の情報伝達 【展示番号 1～2】 

浅田
あ さ だ

家は、山城
やましろ

国 相楽
そうらく

郡 西法花野
に し ほ う け の

村（現京都府木津川市山城町 上狛
かみこま

）に居住し、西法花野村の庄

屋や加茂組の大庄屋を務め、百数十石を所持する 豪農
ごうのう

であった。17 世紀後半には、一族の 平兵衛
へ い べ え

が江

戸に店舗を開き、国元の当主 金兵衛
き ん べ え

と連絡を取り合いながら、生薬の一種である 地黄
じ お う

を領主の 津
つ
藩

藤堂
とうどう

家に納入していた。浅田家文書は 1950 年代前半に東京大学経済学部に寄贈され、総点数 1 万 8 千

点余を数える大文書群であり、経済学図書館のウェブサイト「浅田家文書検索」（http://www.computer-

services.e.u-tokyo.ac.jp/lns/asadake/）から検索が、経済学部資料室で閲覧が可能である。 

今回展示した二通の書状は、元禄
げんろく

15 年（1702）12 月 16 日付けで、平兵衛の下で働いていた浅田 孫之進
ま ご の し ん

（続 L-292-36）、内垣平三郎
うちがきへいざぶろう

（同 37）の各人から、国許の浅田金兵衛に出されたものである。前半部は、

不作による 津軽藩士
つ が る は ん し

の経済的困窮（同 36）、江戸の 両替相場
りょうがえそうば

や米・大豆相場（同 37）といった商業情

報を記す。

後半部は、江戸城松の廊下で 高家
こ う け

の 吉良上野介
き ら こ う ず の す け

義央
よしひさ

に切り付け、切腹及び断絶の処分を受けた赤穂

藩主 浅野内匠頭長矩
あさのたくみのかみながのり

の仇を果たすべく、本所
ほんじょ

（現東京都墨田区）の邸に討ち入った四十七士の行動を、

その翌日にいち早く知らせている。表が黒 羽二重
は ぶ た え

で裏が紅色の 小袖
こ そ で

、浅黄
あ さ ぎ

（薄い黄色の）股引
ももひき

、鑓
や り

といった四十七士の 装束
しょうぞく

や、吉良屋敷に 梯子
は し ご

をかけて侵入し、上野介の首を取り勝どきの声を挙げた

行動を、江戸市中の 伝聞
でんぶん

情報であるがリアルに記している。なお、解読の便のために読み下し文を付

した。

年末の風物詩である「忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」の世界に思いを馳せていただければ幸いである。

参考文献 

小川幸代「「忠臣蔵」の世界」（所理喜夫編『古文書の語る日本史 6 江戸前期』、筑摩書房、1989 年） 

石井寛治・林玲子編著『近世・近代の南山城―綿作から茶業へ―』東京大学出版会、1998 年 

（冨善 一敏）
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『英米合作経済抗戦力調査』と関連資料群 ～ 太平洋戦争前の情報戦【展示番号 3～5】 

 

昭和 14 年（1939）、陸軍省は経済謀略機関として戦争経済研究班を設置した。活動内容を伏せるため

対外的には「陸軍主計課別班」と称されたので、展示の報告書の多くもこの名称が使用されている。一

般には、責任者であった 秋丸
あきまる

次
じ

朗
ろ う

主計中佐の名前をとって秋丸機関と通称される。 

秋丸機関では、当時の一流の経済学者を動員して日本、アメリカ、イギリス、ドイツ、イタリアなど

の戦争遂行・継続能力を、経済的な観点から分析した。最終的に陸軍はこれらの結果を日本の軍事作戦

に役立てようと考えていたのである。秋丸機関には地域別に複数の研究班が組織され、その一つの英米

班の中心は、若き日の 有沢広巳
あ り さ わ ひ ろ み

（本学部名誉教授）であった。秋丸機関における成果は、「経研報告」

や「抗戦力判断資料」というシリーズ名のもと、順次、謄写
とうしゃ

印刷（ガリ版刷）により内部刊行された。 

ここでは、英米班と 独逸
ど い つ

班の各種報告書 13 点を展示する。その内訳は各国を単独で分析したものが

11 点（英国 3 点、米国 2 点、独逸 6 点）、英米を総合的に検討したものが 2 点である。なかでも貴重な

のは、後者の『英米合作経済抗戦力調査』の 2 冊であり、本館以外に所蔵をみない。本来はこの 3 冊目

として「戦略点検討表」があったとされるが（展示番号 5 の展示品見開きの記述参照）、まだ発見されて

いない。 

これらの報告書の中で、『英米合作経済抗戦力調査』其一のみは体裁も異なり、「経研報告」や「抗戦 

力判断資料」といったシリーズ名も付されていない。この書は有沢の死後にその旧蔵資料から発見され

たものしか現存していないので、これまで幻の報告書とされ、判決（最終報告）部分が日本に不利な内

容となっていることから、陸軍の意に沿わず焼却されたというのが定説であった。 

  



 

しかし最近になって、本学部の卒業生でもある牧野邦昭氏（摂南大学准教授）が、これら一連の秋丸

機関刊行物を博捜して多角的に分析し、『英米合作経済抗戦力調査』の内容は他の情報と比べてさほど

問題のあるものではなかったため、逆に放置されてその存在が稀になったものと結論づけている。なお、

『英米合作経済抗戦力調査』其二は、牧野氏が発見・入手し、本館に寄贈されたものである。 

 

参考文献 

牧野邦昭「『英米合作経済抗戦力調査』（陸軍秋丸機関報告書）」『東京大学経済学部資料室年報』9､2019 年 

牧野邦昭『経済学者たちの日米開戦―秋丸機関「幻の報告書」の謎を解く―』新潮社、2018 年 

（小島 浩之） 

 

※展示会場は図書館閲覧室内ですので、一般の図書館利用者のために静粛な環境の維持に

ご協力くださいますようお願いいたします。 

 
解説執筆：冨善 一敏 小島 浩之 
発 行 日：2019 年 12 月 2 日 
編    集：東京大学経済学部資料室 
発    行：東京大学経済学図書館 
http://www.lib.e.u-tokyo.ac.jp/ 
Instagram @utokyo_rhco 
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